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資料

入学前授業終了時調査からみる入学前の不安と年代別特性

西出　順子　　金川　治美　　武　ユカリ　　小坂　素子　

要　　旨

＜研究目的＞効果的な教育支援の指標を得るため、入学前授業終了時調査をもとに看護学科通信制課程（２年

課程）の学生の入学前不安とその年代別特性を検討する。

＜研究方法＞ 年度の入学前授業後に参加者 人に対し、自記式質問紙調査を実施した。質問は対象者の

Summary

短期大学部看護学科通信制課程
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Ⅰ．はじめに

　看護学科通信制課程では、 年以上の臨床経験を

持つ准看護師を対象とした看護師移行教育を行って

いる。入学生の殆どが就労しており、通信制課程の

ため対面授業が少なくレポート課題を用いた添削学

習が中心であり、長く学業から離れていること等の

特徴がある。これらの特徴をもつ学生が、レポート

学習の意義と進め方を理解し、入学後に円滑に学習

を進めることができるように支援することを目的に、

筆者らは 年度から入学前教育（プレカレッジ）

を実施し１）検討し報告してきた２）。

　 年度の報告『２年課程（通信制）看護学科に

おける入学前教育の実施と検討（１）－授業終了時

の質問紙調査から－』２）では、「約半数は入学前授

業の内容を理解したが不安の軽減にはつながらなかっ

た」「入学生の多くは学習に意欲的な姿勢がうかが

える」と考察し、次年度の入学前教育への示唆を得

た。そこで 年度は授業教材を精選し、授業目的

を『入学後スムーズに学習に取り組む準備ができる』

とし、授業目標を「レポート学習の学習としての意

味が理解できる」「レポート作成のプロセスがイメー

ジできる」と改めた。 年度の授業終了後も質問

紙調査を実施し、検討し、『２年生課程（通信制）

看護学科における入学前教育の実施と検討（２）－

授業終了時調査の自由記述からみた特性－』３）で報

告した。この報告では自由記述欄の文脈を分析し【学

習課題に関する懸念と不安】【レポート課題に対す

る苦手、不安】【成人期にある学生の役割に関わる

不安と懸念】等、入学前の不安に関わるカテゴリを

抽出した。この結果から筆者らは学生の入学前の不

安から、学生の特性の理解を深める必要があると考

えた。

　看護学科通信制課程の入学生の年齢は、成人期の

歳代後半から 歳代までと幅広く、年齢に応じた

発達課題を持ち、役割が多様なことが大きな特徴で

ある。看護基礎教育の一環としての看護師移行教育

であるが、成人期教育の要素が大きく、教員は成人

学習者固有の教育課題への対応が求められる。

　看護基礎教育領域での成人教育に関連する先行研

究をみると、看護学士課程へ編入学した学生をテー

マにした研究４）、看護専修学校への社会人入学をテー

マにした報告５）６）がある。小濱６）は看護基礎教育

機関（専修学校）の教育者を対象にリカレント教育

について調査し、２年課程の教員から「新しい学習

が困難」「経験が先行」「ゆとりのなさ」「学習習慣

を取り戻すのに時間がかかる」等の回答を得て、「教

育者は成人学習者の個々の発達課題をよく理解し、

相互の関係をみながら教育者の様々な役割を効果的

に発揮できる能力が要求される」と述べている。横

山らの研究４）、江頭５）、小濱６）の報告に共通するの

は、教育対象者の年齢が一様でなく、職業経歴も様々

背景８項目と入学前不安９項目で５件法の選択式と自由記述とし、結果は単純集計した。不安についての自由

記述記載は文脈をコード化し分類、ネーミングした。

＜結果＞入学前不安の９項目の質問で「やや不安」「不安」が最も多かったのは『レポート作成』であり、続

いて順に『学習時間の確保』『学習内容の理解』『仕事との両立』等であった。年代別にみると、 歳代は『学

習時間の確保』、 歳代は『学習内容の理解』が他項目より高く、 歳代では他年代と比べて『仕事との両立』

の不安が高いことが解った。

＜結語＞入学前不安からその年代別の特性を知ることが出来た。本調査から解った成人期の学生の入学前不安

の特性をもとに、成人学習理論の観点から「学生の過去の経験の活用」「自立性の尊重」「適切な学習課題提供」

が重要と認識した。

【キーワード】　看護師移行教育　　通信制課程 成人学習 入学前不安
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で、発達段階からみると成人期に該当する成人学習

者であると理解できる。横山ら４）は

の成人学習理論７）を用い「よりよい学習を展開で

きる成人学習者は、自己の経験を学習資源とすると

いう特徴を持ち、学習者自身の経験を活用する必要

がある。これは、学童期、青年期の学習者が教員の

蓄積した知識と経験を重要な学習資源とすることと

対照的である」と述べている。

　そこで本研究では、看護学科通信制課程で学ぶ成

人学習者が持つ入学前の不安から、年代別特性を調

べ考察することで、学生の理解を深め効果的な教育

支援のための指標を得たいと考えている。

Ⅱ．看護学科通信制課程の学習形態

　看護学科通信制課程の学習形態には、「テキスト

学習」「面接授業」「臨地実習」がある。「テキスト

学習」は卒業要件に必要な 単位のうち 単位を占

め、印刷教材を用いて自学自習を行い、課題を提出

し添削指導を受け、最後に試験を受験する形態をと

る。レポートはインターネットシステム及び郵送に

よる提出ができる。質問は サイトや郵送・電

話等でできる。「面接授業」は入学直後全８科目（８

単位）開講され、会場は神戸・岡山・京都で受講で

き利便性に合わせて選択できる。「臨地実習」は全

８科目（８単位）あり、１科目につき２日間の見学

実習ならびに３日間の実習スクーリングで構成され

る。

Ⅲ．研究目的

　効果的な教育支援を目ざして、入学前授業終了時

調査をもとに看護学科通信制課程（２年課程）の学

生の入学前不安とその年代別特性を検討する。

Ⅳ．研究方法

１．調査対象

　平成 年度入学前授業参加者 名。（調査実施日：

年３月 日）

２．調査方法

　入学前授業終了後に無記名による自記式質問紙調

査を実施した（所要時間 分程度）。質問紙は、調

査対象者の背景についての８項目、入学前の不安に

ついての９項目と自由記述で構成した。

　対象者の背景についての質問は「年齢」「性別」「就

労の有無」「勤務形態」「勤続年数」「就業施設の種類」

「通信制教育の経験の有無」「入学のきっかけ」の８

項目とした。

　先行研究では学生が学習を継続する上での困難な

点についての報告があり８）、それをもとに入学前の

不安についての質問項目を作成した。質問は「レポー

トの作成」「学習時間の確保」「家庭との両立」「仕

事との両立」「学習内容の理解」「自分の根気」「健

康や体力」「経済的状況」「人間関係（教職員、学生

等との）」の９項目とし、「不安がない」「あまり不

安がない」「どちらともいえない」「やや不安」「不安」

の５件法の選択式と自由記述式で回答を得た。

　結果は単純集計を行ない、自由記述記載は単文を

記録し文脈をコード化した。その後、文脈の類似性

に沿って分類しネーミングした。分類とネーミング

は筆者ら４名が協議し、妥当性について助言者が検

討した３）。

　なお入学前授業のタイトルは「学び直しの看護学」

とし、 「レポート学習って何？」 「“ト

イレの神様”を題材にレポートを書いてみよう」

「 の使い方」で構成した。

　 「“トイレの神様”を題材にレポートを書

いてみよう」ではヒット曲“トイレの神様”９）をレポー

トの題材に選択し、エリクソンの発達段階 ）をも

とに学童期、思春期を論点にし、歌詞から理解でき

る作者の２つの発達段階についての解釈を示した。

「設題と設問の解釈の仕方」「参考文献の検索方法と

キーワードを調べる意味」「論述に必要な知識と活

用したレポート作成方法」を中心に展開した。授業

の所要時間は 分であった。

３．倫理的配慮

　入学前授業終了後、参加者に調査の目的、所要時
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間（ 分程度）、無記名で協力は自由意志であり参

加者・不参加者に不利益は生じないこと、調査結果

は、学会発表、論文投稿などで公表予定であること

について文書を用いて説明した。調査への参加協力

の同意は、質問紙の提出をもって参加の意思を判断

した。なお、本研究は筆者らの所属する大学の研究

倫理審査委員会の承認を得た。

４．結果

　授業参加者は 名、入学予定者（ 名）の

％で、質問紙の回答者は 名（回収率 ％）

であった。

１）対象者の背景

　年代は 歳代１名（ ％）、 歳代 名（ ％）、

歳代 名（ ％）、 歳代 名（ ％）、 歳

代１名（ ％）、無記述１名（ ％）、性別は男性

６名（ ％）、女性 名（ ％）であった（図１）。

図１　対象者の年代と性別（n＝124）

　現在、就労しているものは 名、していないも

のは２名あり、通算勤務年数は、 年以上 年未満

が最も多く 名（ ％）、 年以上が 名（ ％）、

年から 年未満が 名（ ％）、無記述４名で

あった（表１）。

表１　対象者の勤務年数（n=124）

勤務年数 人数 ％

年以上 年未満 ％

年以上 年未満 ％

年以上 ％

無記述 ％

計 ％

　現在の勤務形態は、夜勤ありの２交替が最も多く

名（ ％）、ついで日勤のみが 名（ ％）、

夜勤有の３交替は 名（ ％）、その他 名

（ ％）、午前・午後の数時間は５名（ ％）、午

前のみ勤務が２名（ ％）、無記述１名であった（表

２）。

表２　勤務形態（n=124）

勤務形態 人数 ％

日勤 ％

２交替 ％

３交替 ％

午前 ％

午前・午後 ％

その他 ％

無記述 ％

計 ％

　現在までに勤務した施設（場所）は表３のとおり

であった。

表３　勤務した場所（複数回答）（n=321）

場　　所 人数 ％

診療所 ％

病院（外来） ％

病院（病棟） ％

病院（その他） ％

老人保健施設 ％

特別養護老人ホーム ％

訪問看護ステーション ％

デイサービス ％

その他 ％

計 ％

　入学のきっかけについての質問（複数回答）では、

自身の希望が最も多く 名（ ％）、次いで勤務

先の勧め 名（ ％）、本学の卒業生の影響と在

校生の影響が並び、どちらとも 名で（ ％）、そ

の他２名（ ％）であった（表４）。

表４　入学のきっかけ（複数回答）（n=154）

きっかけ 人数 ％

自身の希望 ％

勤務先の勧め ％

卒業生の影響 ％

在校生の影響 ％

その他 ％

計 ％
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２）入学前の不安について

　入学前不安に関する９項目の質問で「やや不安」

「不安」の合計が最も多かったのは『レポート作成』

名（ ％）であり、２番目に多かったのは『学

習時間の確保』 名（ ％）、３番目は『学習内

容の理解』 名（ ％）、次に『仕事との両立』

名（ ％）、『自分の根気』 名（ ％）、『家

庭との両立』 名（ ％）、『健康や体力』 名

（ ％）、『経済的状況』 名（ ％）と続き、

最も少なかったのは『大学の人間関係』 名（ ％）

であった（図２）。

３）年代別の「不安」「やや不安」の割合

　質問項目ごとに年代別の「やや不安」「不安」の

割合をみると、『レポートの作成』では最も高かっ

たのは 歳と 歳代の学生であり、合わせて 名

（ ％）が「やや不安」「不安」と回答していた。

次いで 歳代 名（ ％）、続いて 歳代が 名

（ ％）、 歳代１名（ ％）であった。『学習時

間の確保』では 歳代が 名（ ％）、２番目が

歳代で 名（ ％）、続いて 歳代が 名

（ ％）、 歳代が１名（ ％）で、 歳代は０

名（ ％）だった。『学習内容の理解』では、 歳

代の割合が最も高く 名（ ％）、次に 歳代が

名（ ％）、 歳代が 名（ ％）、 歳代で

は１名（ ％）、 歳代１名（ ％）であった。『仕

事との両立』では 歳代の割合が最も高く 名

（ ％）、次が 歳代で 名（ ％）、続いて

歳代が 名（ ％）で、 歳代１名（ ％）、

歳代１名（ ％）であった。『自分の根気』で「不

安」「やや不安」の割合が最も高かったのは 歳代

名（ ％）、続いて 歳代 名（ ％）、 歳

代 名（ ％）、 歳代１名（ ％）、 歳代は

０名（ ％）であった。『家庭との両立』では 歳

代が最も高く 名（ ％）、２番目は 歳代９名

（ ％）、 歳代 名（ ％）で、 歳代と

歳代は０名（ ％）であった。『健康や体力』では

歳代が最も高く 名（ ％）、次が 歳代 名

（ ％）、 歳代 名（ ％）、 歳代１名

（ ％）、 歳代は０名（ ％）であった。『経済

的状況』では 歳代が 名（ ％）、 歳代７名

（ ％）、 歳代 名（ ％）で、 歳代と 歳

代は０名（ ％）であった。『大学の人間関係』では、

歳代が８名（ ％）で最も高く、 歳代 名

（ ％）、 歳代 名（ ％）で、 歳代と 歳

代はともに１名（ ％）であった。年齢無記述は

表５のとおりであった。

　次に年代ごとに「不安」「やや不安」の割合を整

図２　年代別にみた「不安」「やや不安」の人数（n＝124）
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図３　年代別にみた「やや不安」「不安」の割合

表５　年代別にみた「不安」「やや不安」 名（％）

歳代
（ ＝ ）

歳代
（ ＝ ）

歳代
（ ＝ ）

歳代
（ ＝ ）

歳代
（ ＝ ）

無記述
（ ＝ ）

計

レポート作成 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

学習時間の確保 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

学習内容の理解 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

仕事との両立 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

自分の根気 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

家庭との両立 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

健康や体力 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

経済的状況 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

大学の人間関係 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
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理すると、 歳代では『レポート作成』（ ％）

が最も高く、『学習時間の確保』（ ％）、次が『仕

事との両立』（ ％）『学習内容の理解』（ ％）、

『自分の根気』（ ％）、『家庭との両立』（ ％）、

『健康や体力』（ ％）、『経済状況』（ ％）、『大

学の人間関係』（ ％）の順であった。 歳代で

は『レポート作成』（ ％）、２番目が『学習内容

の理解』（ ％）、次が『学習時間の確保』（ ％）、

続いて『仕事との両立』『自分の根気』『家庭との両

立』がそれぞれ（ ％）、『経済的状況』（ ％）、

『健康や体力』（ ％）、『大学の人間関係』（ ％）

との順になった。 歳代では『レポートの作成』

（ ％）が最も高く、２番目が『仕事との両立』

（ ％）、その次が『学習内容の理解』（ ％）、

続いて『学習時間の確保』（ ％）、『自分の根気』

（ ％）、『健康や体力』（ ％）、『家庭との両立』

（ ％）、『大学の人間関係』（ ％）、『経済的状況』

（ ％）の順であった。 歳代、 歳代、年齢無

記述の結果は図３のとおりであった。

４）年齢別にみた入学前不安に関する自由記述

　 年度の報告３）で確認した不安に関する【学

習課題に関する不安と懸念】【レポート課題に対す

る苦手、不安】【成人期にある学生の役割に関わる

不安と懸念】の３つのカテゴリに分類された文脈数

を年代別に集計した。各カテゴリとも年代別の記述

文脈の割合に差は見られなかった（表６、表７）。

Ⅴ．考察

１．質問項目別にみた不安の特性

　「やや不安」「不安」の人数の最も多かったのが『レ

ポートの作成』であった。主な要因として通信制課

表６　不安に関わる自由記述の内容分類

【カテゴリ】 ＜サブカテゴリ＞

学習課題に関する不安と懸念（ ）

学習の継続が不安（６）

通信制の学習形態に関する不安（８）

パソコンの使用に関する不安（ ）

入学後のサポートに関する情報不足（ ）

卒業や国家試験合格の精神的圧迫（ ）

文献資料が活用できるか不安（４）

スクーリング、実習についての不安（ ）

学習課題に関する漠然とした不安（ ）

レポート課題に対する苦手、不安（ ）

レポート課題に関するシンプルな不安（ ）

文章書くことに関する気掛りと不安（ ）

書くことの経験不足による不安（５）

提出期限とレポート量に関する不安（９）

レポートの精度についての気掛り（６）

成人期にある学生の役割に関わる不安と懸念（ ）

家庭との両立が不安（ ）

仕事との両立が不安（ ）

経済的な負担（５）

年齢による体力、学力の低下の懸念と不安（５）

通学に時間がかかる懸念（８）

表７　年代別にみた不安に関わる自由記述の文脈数（n＝年代別の記述文脈合計）

【学習課題に関する
不安と懸念】

【レポート課題に対する
苦手、不安】

【成人期にある学生の役割に
関わる不安と懸念】 計

歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）

歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）

歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）

歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）

歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）

無記述（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）

計
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程の履修科目の ％がテキスト学習であり、学習手

段が自学自習とレポート作成によるからではないか

と考えられる。自由記述欄には「文章能力がない」「レ

ポートを書いたことがない」「病棟経験がなくレポー

トが書けるのか」等の文脈があり、入学生は学業か

ら離れて 年以上経ており、日常レポート等を作成

する機会が少ないからとも考えられる。また、テキ

スト（教科書）を用い自学自習をもとにレポートを

作成することへの不安の現れとも捉えられる。

　２番目に『学習時間の確保』で「やや不安」「不安」

の数が多かったのは、対象者の 名（ ％）が

就業しており、その内の 名（ ％）が２交替、

３交替の夜勤に就いていることが大きな要因である

と理解できる。また、入学生の多くは家庭や地域で

重要な役割を担う世代でもある。自由記述欄には「一

人で学習を続けられるのか」「スクーリング時期や

実習場所」「入学後の行事予定等の告知時期に関す

る不安」「大学と家の距離に関する不安」「２年で卒

業できるのか」などの文脈があり、仕事や家庭、遠

距離通学など成人期の役割を担っていて学習時間に

制約があることが具体的によくわかるものであった。

　３番目に「不安」「やや不安」が多かった『学習

内容の理解』の年代別の内訳をみると、 歳代が

名（ ％）と最も低く、 歳代以上よりも 歳代

に占める不安の割合が約 ％程度高いことが解った。

また自由記述欄には「ついていけるのか」「何から

学習を始めると良いのか」「入学後の学習のサポー

ト体制」「引用文献の活用に関する不安」など、通

信制課程独自の学習サポートに関わる文脈があった。

現在インターネットシステムＱ＆Ａ及び質問票の郵

送により学生の質問に迅速に対応しているが、さら

に十分に活用するための工夫が必要と考えられる。

　４番目に多かった『仕事との両立』の自由記述に

は「日勤定時に終われない、夜勤月６回、人手不足」

「仕事忙しく時間つくれるか不安」などの記載があ

ることからも厳しい労働環境にある学生がいること

がうかがえる。

　５番目に多かった『自分の根気』では各年齢とも

～ ％前後と他の質問項目に比べて不安の程度は

低くなっている。このことは、入学のきっかけとし

て自身の希望がほとんどを占め、通信制学習を始め

ることに対する決意も反映していると考えられる。

また、全員が 年以上の就業経験を持っており「根

気強さ」が育まれた集団であることがわかる。自由

記述では「頑張ってみようと再度思えた」「入学し

ようと決めた以上頑張ります」「今しかないと思い

頑張る」等、どの年代層でも【学習への前向きな心

境・決意】３）を表す内容があることからもよくわかる。

　続く『家庭との両立』は 歳代が 名（ ％）

と最も低く、 歳代が 名（ ％）、 歳代９名

（ ％）と、 歳代の不安の高いことがわかる。

自由記述欄では 歳代の「家事や子どもとのバラン

スがうまくとれないのではないか」「家庭との両立

で時間がとれるか不安」、 歳代の「子ども小さい」

「家庭との両立が不安」「家事子育てこなせるのか自

信ない」「２歳、４歳の子どもがいて時間の確保が

不安」「育児や仕事との時間配分と気力や体力が不安」

等の文脈があり家庭と学業の両立が難しいこと、な

かでも育児に関しては入学後個別の対応が必要なこ

となどが解った。

　次の『健康や体力』では 歳代 名（ ％）、

歳代 名（ ％）と不安は比較的低く大きな差

はなかったが、 歳代が 名（ ％）と半数以上

で不安が高い特性があった。 歳代の自由記述に「年

齢、体力気にかかる」「年齢的な記憶力の低下や体

力の低下」「体力的、精神的に不安だらけ」等があ

ることからも 歳代はそれ以下の年代に比べて健康、

体力に関わる不安を持っていることがわかる。

　『経済的状況』では各年代層とも ～ ％程度で

あった。入学後の休学や退学の理由を経済的なもの

が多いと理解していたが、相反した結果であった。

歳代が 名（ ％）と他年代層よりやや高くなっ

ている。自由記述欄では、 歳代で「お金を借りて

入学した」、 歳代で「娘の大学進学と重なる」「仕

事をしながらのため、学費などが気になる」等の記

述があった。「娘の大学進学と重なる」との記述に

みられるように、子どもの教育費のかかる時期と重

なることもある年代層であることが理解できる。
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　最も「やや不安」「不安」の少なかった『大学の

人間関係』では、 歳代が 名（ ％）、 歳代

が 名（ ％）であるのにたいして、 歳代は８

名（ ％）と ％以上高かったのは、他の若い世

代とうまくやっていけるか等のジェネレーション

ギャップによるものではないかと思われた。

２．入学前の不安からみた年代別特性

　 歳代の「やや不安」「不安」の割合は『レポー

ト作成』が最も高く、次が『学習時間の確保』、そ

の次が『仕事との両立』、『学習内容の理解』、『自分

の根気』と続いている。このことから 歳代の特性

として『学習時間の確保』に関する不安が他の項目

よりも高いことが解った。

　 歳代では『レポートの作成』の次に『学習内容

の理解』に関する不安の割合が高く、次に『学習時

間の確保』、続いて『自分の根気』『仕事との両立』『家

庭との両立』が並んでいる。このことから『学習内

容の理解』についての不安が高い特性が窺えた。

　 歳代では、『レポート作成』が最も高く、その

次が『仕事との両立』『学習内容の理解』『学習時間

の確保』『自分の根気』『健康や体力』『家庭との両

立『大学での人間関係』『経済的状況』と近差で続

いている。中でも『仕事との両立』に関する不安が

他の年代より高いことが解った。

Ⅵ．結語

　日々の通信制課程での教育活動ではともすれば「学

生」をひとくくりで捉えがちになるが、本調査から

入学前の不安からその年代別の特性を知ることが出

来た。

　成人学習理論の提唱者である は ）「成

人の過去の経験は、学習のための資源である」「成

人は自立した学習者である」「成人の学習の準備性は、

人生における発達段階に応じて生じてくる」「成人

の学びは、課題や問題に基づいて導かれる」と記し

ている。成人期にある学生の持つ入学前の不安の特

性を踏まえ、学生の過去の経験を活かし、自立性を

尊重した適切な学習課題を提供することが重要と認

識した。

　本調査では入学前不安と年代別特性の把握にとど

まっているが、入学後、学習に関する不安や教育課

題が変化していくと予測されることから継続的に調

査し、効果的な教育支援につなげていくことが求め

られる。
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